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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月1日(2010.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　ポイントメークアップ化粧料は、脣、瞼、頬などの比較的に狭い部位に華やかな彩りを
添えるための化粧料であり、その為には、演色性の高い色材が使用される。この様な演色
性の高い色材の代表例としては、回折干渉光を利用した、パール剤乃至はラメ剤が挙げら
れる。パール剤はマイカやセリサイトなどの板状粉体の表面上に微細な二酸化チタンの粒
子をコートして、この二酸化チタンの粒子の作る回折格子によって干渉縞を呈しパール光
沢を発現させる色材であり、ラメ剤はＰＥＴ等の樹脂薄膜を貼り合わせて、１００～１０
００μｍ程度の大きさの小片に加工した色材であり、薄膜間の空間が作る回折格子により
干渉光を発現させる色材である。場合によっては、アルミ箔などをラミネートし、鏡面反
射率を向上させたものも存する。又、色味を強調するため、無機色素や有機色素を更に被
覆したパール剤やラメ剤も存する。従って、パール剤やラメ剤の演色性は、回折格子の堅
牢度と、被覆色材の堅牢度とに依存すると言える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　近年、コンビニエンスストアなどに見られるように、照明の照度の急激な上昇と、光照
射時間の急増により、化粧料に於いては従来では考えられないような光劣化が時として見



(2) JP 2009-179598 A5 2011.3.17

受けられ、ポイントメークアップ化粧料においては、前記光劣化は演色性の顕著な低下と
して現れることが存する。通常、油脂成分等や色素自体の光劣化には、桂皮酸系、ベンジ
ルアミン系、ベンゾフェノン系の紫外線吸収剤の添加により対応される（例えば、特許文
献１を参照）が、パール剤上に被覆された色素に対しては、これらの物質はあまり有効に
は働かない場合が存する。これはこの様な変化が、パール剤に於いては、色素を担持する
粉体の影響が強く働くためと考えられるし、ラメ剤に於いては積層した薄膜の間隔或いは
その接着状況が光により変化するための変化であり、単なる色素の光分解とは機作が異な
るためと考えられる。この為、店頭に並べられた商品については、頻繁に商品を交換する
ことで対応されるが、皮膚上に塗布された化粧料については、劣化に任せるしか手がない
のが現状であった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　この様な状況から、この様なパール剤、ラメ剤における色相の安定のためには、干渉光
源をコレステリック液晶ポリマーなどに変える以外方法が存しないとこれまでは信じられ
ていた。（例えば、特許文献２を参照）しかしながら、この様な原材料を化粧料に用いる
ことには、多くの安全性上の課題を解決しなければならず、実用的とは言い難い面が存し
た。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（１）本発明のポイントメークアップ化粧料の必須成分であるオクトクリレン
　本発明のポイントメークアップ化粧料は、オクトクリレンを含有することを特徴とする
。本発明の化粧料では、かかる成分は、後記パール剤、ラメ剤が高照度の光照射を受けた
際に、これらの色材がその光学的効果を減じる現象を抑制する効果を発揮する。この様な
高照度の光照射におけるパール剤、ラメ剤の光学効果の変化に対しては、ベンゾフェノン
誘導体、ｐ－メトキシ桂皮酸エステル類及びベンゾイルメタン誘導体等のオクトクリレン
と構造の系統を異にする紫外線吸収剤の添加は効を奏しにくい。又、この様な成分は光の
照射により、自身が着色してしまうため、パール光沢剤の光学効果を生かすポイントメー
クアップ化粧料では欠点の方が大きくなってしまう可能性が高い。従って、本発明の化粧
料では、オキシベンゾン、スリソベンゾン等のベンゾフェノン類、ｐ－メトキシ桂皮酸－
２－エチルヘキシルなどのｐ－メトキシ桂皮酸エステル類、ｔ－ブチルメトキシベンゾイ
ルメタンなどのベンゾイルメタン類等のオクトクリレンと構造の系統を異にする紫外線吸
収剤は実質的に含有しないことが好ましい。本発明の化粧料におけるオクトクリレンの好
ましい含有量は、０．１～５質量％であり、より好ましくは０．２～２質量％である。オ
クトクリレンの含有量が少なすぎると前記効果を発揮しない場合が存し、多すぎても効果
が頭打ちになり、系の安定性を損なう場合も存する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
（２）本発明のポイントメークアップ化粧料の必須成分であるパール剤、ラメ剤
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　本発明のポイントメークアップ化粧料は、前記皮膜成分によって光学効果を著しく奏す
る素材であるパール剤、ラメ剤を含有することを特徴とする。ここで、パール剤とは、粉
体表面に存する光回折格子による干渉光により、真珠様光沢、煌めき感を呈する粉体の総
称であり、大きく分けて、チタンマイカなどの二酸化チタンの微粒子で表面を被覆された
、マイカや硝子フレークなどの板状粉体が好ましく例示できる。これらのパール剤は、所
望により、何れも無機顔料や有機色素で着色されていても良い。かかる成分は、唯一種を
含有させることも可能であるし、二種以上を組み合わせて含有させることも可能である。
特に、本願発明の効果が著しいのは、有機色素を被覆したパール剤と積層小片型のラメ剤
である。本発明の化粧料に於いて、パール剤、ラメ剤は、総量で、化粧料全量に対し５～
５０質量％含有することが好ましく、１０～４０質量％がより好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の化粧料においては、かかる成分以外に、通常化粧料で使用される任意成分を含
有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッツ油、アボガ
ド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラワー油、綿実
油、ホホバ油、ヤシ油、これらの具体例を示せば、例えば、チタンマイカとしては、ＢＡ
ＳＦ社から、フラメンコ（Flamenco；登録商標）レッド１００、フラメンコ（Flamenco；
登録商標）ゴールド、フラメンコ（Flamenco；登録商標）グリーン、フラメンコ（Flamen
co；登録商標）ブルー、フラメンコ（Flamenco；登録商標）スパークルオレンジ等のフラ
メンコシリーズ、クロイゾネ（ＣＬＯＩＳＯＮＮＥ；登録商標）Ｇブロンズ等のクロイゾ
ネシリーズ、ジェムトン（登録商標）タンオパール等のジェムトンシリーズ、デュオクロ
ム（DUOCROME；登録商標）ＹＲ、デュオクロム（DUOCROME；登録商標）Ｒ、デュオクロム
（DUOCROME；登録商標）ＧＹ等のデュオクロムシリーズ、ティミカ（TIMICA；登録商標）
カッパー、ティミカ（TIMICA；登録商標）パールホワイト、ティミカ（TIMICA；登録商標
）ゴールドＳＰ、ティミカ（TIMICA；登録商標）Ｇブロンズ等のティミカシリーズなどが
市販されており、メルク・ジャパン社から、ティミロン（登録商標）１００１、ティミロ
ン（登録商標）ＭＰ１００５、ティミロン（登録商標）ＭＰ１１５、ティミロン（登録商
標）ＭＰ１４９等のティミロンシリーズ、コロロナ（登録商標）ブライトゴールド、コロ
ロナ（登録商標）ブロンズファイン等のコロロナシリーズなどが市販されており、日本光
研（株）より、プロミネンス（ＰＲＯＭＩＮＥＮＣＥ；登録商標）ＳＦなどのプロミネン
スシリーズが市販されており、またガラスフレーク系のパール粉体としは、ＢＡＳＦ社よ
り、リフレクスポインポインツオブパール等のリフレクスシリーズ、日本板硝子（株）よ
りメタシャイン（登録商標）ＭＣ１０８０ＲＹＳ１などのメタシャインシリーズが市販さ
れており、積層小片としては、角八魚燐箔株式会社より、アルミフレークシルバー０．０
１等のアルミフレークシリーズが、ダイヤ工業株式会社より、ダイヤホログラムＨＧ－Ｓ
４０ＥＰ、ダイヤホログラムＨＧ－Ｓ６０ＥＰ等のダイヤホログラムシリーズ、ＤＣグリ
ッターシルバーＣＮｏ．０．００５等のＤＣグリッターシリーズ、尾池工業株式会社より
、ＭＡｕグリッター等のＭＡｕグリッターシリーズ、イリデセント・グリッターＩＦ－４
１０１（ＢＡＳＦ社製）、（ＰＥＴ／Ａｌ）ラミネート、（ＰＥＴ／ＭＭＰ）ラミネート
等が市販されており、これらが好ましく例示できる。かかる成分は総量で、０．１～２０
質量％含有することが好ましく、１～１０質量％がより好ましい。パーム油、液状ラノリ
ン、硬化ヤシ油、硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カル
ナウバロウ、イボタロウ、ラノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイ
ル、ワックス類；流動パラフィン、スクワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン
、セレシン、ワセリン、マイクロクリスタリンワックス等の炭化水素類；オレイン酸、イ
ソステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、
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ウンデシレン酸等の高級脂肪酸類；セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステ
アリルアルコール、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール
、セトステアリルアルコール等の高級アルコール等；イソオクタン酸セチル、ミリスチン
酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチ
ン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチル
ヘキサン酸エチレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチ
ルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチル
ヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テ
トラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエリトリット等の合成エステル油類；ジメチルポリ
シロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシ
ロキサン；オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、
ドデカメチルシクロヘキサンシロキサン等の環状ポリシロキサン；アミノ変性ポリシロキ
サン、ポリエーテル変性ポリシロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリ
シロキサン等の変性ポリシロキサン等のシリコーン油等の油剤類；脂肪酸セッケン（ラウ
リン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム等）、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸
トリエタノールアミンエーテル等のアニオン界面活性剤類；塩化ステアリルトリメチルア
ンモニウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤
類；イミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイ
ド－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベ
タイン、アミドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性
剤類；ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソ
ルビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリ
コール脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘
導体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビ
タンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキエチレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビ
ット脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪
酸エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類
（ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエ
ーテル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル
類（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエ
ーテル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯ
Ｅヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂
肪酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類；ポリエチレングリコール
、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリスリトール、ソルビトール、キシリト
ール、マルチトール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、
イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、２，４－ヘキサンジオール、１，２
－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール等の多価アルコール類；ピロリドンカル
ボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類；表面を処理されていても良い
、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ
酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類；表面を処理されていても良
い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛
の無機顔料類；表面を処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス
等のパール剤類；レーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号
、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙
色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫
色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類；ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、
ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類；パラアミノ安息香
酸系紫外線吸収剤；アントラニル酸系紫外線吸収剤；サリチル酸系紫外線吸収剤；桂皮酸
系紫外線吸収剤；ベンゾフェノン系紫外線吸収剤；糖系紫外線吸収剤；２－（２’－ヒド
ロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ－４’－ｔ－
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ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類等のオクトクリレン以外の紫外線吸収剤；
エタノール、イソプロパノール等の低級アルコール類；ビタミンＡ又はその誘導体、ビタ
ミンＢ6塩酸塩、ビタミンＢ6トリパルミテート、ビタミンＢ6ジオクタノエート、ビタミ
ンＢ2又はその誘導体、ビタミンＢ12、ビタミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ類；
α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、ビタミンＥアセテート
等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノ
リンキノン等のビタミン類等；フェノキシエタノール等の抗菌剤などが好ましく例示でき
る。
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